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2 あた近きに（ママ）当り近い 傍近い 辺りちかい あたり近い ○△□ ①③
3 桜か 山桜が 山桜か 山さくらか 山桜が 文 ①
4 × 廻り 廻ル × シカ 〳 〵 △ ○☆ ④
5 色〻 さま 〳 〵 さま 〳 〵 様 〳 〵 さま 〳 〵 文 ①
6 物なれは 物なれバ なれバ 物なれハ 物なれハ 宗 ②
7 皆人 皆人 皆人 皆人の 皆人の ◎ △□ ③
8 しやうくわん 賞翫を 賞翫 賞翫 しやうくわん 授 ③
9 とそんする と存る と存ずる × × ◎ △□ ②
10 × × イヤ × イヤ ○△ ☆□ ②
11 × × × 先 先 ◎ △□ ②
12 笛座ノ向座ス 笛座ノ向エ着 × × ト笛ノ上ニ座付ク ● ④
13 シテ茄子 シテ茄子 シテ茄子 シテ 茄子アト ◎ ④
14 罷出たるハ（ママ）者ハ 罷出たる者ハ 罷出たる者は 罷出た者ハ 罷出た者ハ ◎ △□ ③
15 此かたはらの 此傍の 此辺の 此あたりの 此あたりの ○ ☆△□ ①
16 × 廻りカゝル × × シカ 〳 〵 ☆△ ④
17 桜の花ハ 桜ハ 桜ハ 桜の花ハ 桜ハ △ ①
18 見事なによつて 見事なに依て 見事なに依て 見事なに依て 見事な物じやによつて 波 ①
19 今時分 今時分ハ 今時分ハ 今時分は 今時分ハ 文 ③
20 花見桜狩抔と 花見桜狩抔と 花見さくら狩抔と 花見桜狩なとヽ
花見の桜がりの
と 波 ③
21 事しや 事じや 事じや × 事じや 茶 ②
22 × 橘、シテ廻りノ内ニ立 × × × 授 ④
23 × × × × イヤ 波 ②
24 是〻 是 〳 〵 ヤアなふ 〳 〵 これ 〳 〵 これ 〳 〵 宗 ①
25 御座るか おりやるか おりやるか おりやるか ござるか □ ①
26 中〻 中〻 いかにも 中 〳 〵 中〻 宗 ①
27 そなたの事しや。 そなたハ そなたの事じや そなたハ そなたハ ☆ ○△□ ①
28 御ゆきやるそ おゆきやる ゆかします おゆきやるそ こさる △● ①③
29 ゆく 行 ゆく 行 出た 波 ①
30 事しやか 事じやが 事じや 事しやか 事じやが 宗 ③
31 誰ておりやるそ 誰でおりやる 誰でおりやるぞ たれておりやる 誰じや ☆ ③
32 某 某ハ 某ハ 身共ハ 身どもハ ●★ △□ ①
33 × × × × 某も 波 △□ ②
34 花見 花見 花見 花見物 花見 茶 ②
35 くたひれたて 草伏て 草臥て 草臥て 草臥て 文 ③
36 休んて居た 休んで居た 休んて居た 休らふていた 休た ◎ ①
37 同道仕ふ 同道仕ふ 同道仕ふ 同道せふ 同道せう ◎ △□ ①
38 つれかほしいと 連ほしう 独で淋ふつた（ママ）つれほしう つれほしう ○△□ ③⑤
39 思ふたに一段しや 思ふた。一段じや × 思ふた。成程 おもふた。いかにも ● ①②










42 御先しや 御先じや × × × ○ ☆△□ ②





やうおりやろふ × × ○★ △□ ②⑤
















（□） ⅰ ⅱ ⅲ
46 × 廻リ × × × 授 ④
47 × × × × 誠に 波 ②
48 かけたに かけたに かけたに かけたに かけた所に 波 ①
49 早速 早速 早速 早速 × 波 ②
50 同心 同心 同心 同道 同心 茶 ①
51 めされて 召れて めされて めされて しておくりやつて 波 ①
52 此様な 此様な 此様な × 此やうな 茶 ②
53 よろこはしい 悦しい よろこばしゐ うれしい うれしい ◎ △□ ①
54 事ハない 事ハない 事ハない ト云 事ハない 茶 ①
55 × × × × いや身共もひとりてさひしかつた 波 ⑤
56 × × × × 此上ハ 波 ②
57 咄そふそ 咄ふぞ 咄そふぞ 咄さふと云 花見をせまいか ◎ ⑤
58 × × × × 何様ゆるりと見物せう 波 ⑤
59 ワキ座へ行 ワキ座エ行テ × × × ● ☆△□ ④
60 イヤ いや いや や や ◎ △□ ①
61 此あたりから 此当りから 此あたりから 此あたりに あたりに ◎ ③
62 × × × はや はや ◎ △□ ②
63 有ルハ あるハ 有ハ 有 有るハ 茶 ③
64 奥山へ 奥山へ 奥山へ おく山へ 奥へ 波 ①
65 廻リ掛リ橋掛ヲ見ル 廻り懸り橋懸りを見る × × × ○ ☆△□ ④
66 ハヽア ハヽア ハヽア ハヽア はあ 波 ①
67 × × × × 扨も 〳 〵 波 ②
68 見事な事かな 見事な事かな 見事な事かな 見事な事かな 見事でハないか 波 ①
69 扨〻 扨〻 扨〻 扨 〳 〵 扨も 波 ③
70 留テ正面見ル 笛座ニテ正面見ル × × × ● ☆△□ ④
71 所抔ハ 所抔ハ 所ハ 所抔ハ 所ハ ○△ ☆□ ①
72 見事しや 見事じや 見事な事じや 見事しや 見事な事ておりやる ○△ ①
73 桜しや さくらじや 桜じや 桜しや 桜ておりやる 波 ③
74 おしやる通り おしやる通り おしやる通 おしやる通り × 波 ②
75 花の時分ハ 花の時分ハ 花の時分ハ 花の時分ハ × 波 ②
76 只桜計の様に見ゆる 只桜許の様ニ見ゆる 只桜許の様な
たゞ桜計の様に
見ゆる 桜計さふな ○△ ①
77 × × × むかしからも むかしの ◎ ②
78 言ならハした通り いゝならわした通り いひならハした通 いゝならはした通り 云ならハしの通り 波 ③
79 言ハ いふは 云ハ いふハ 云事が有が 波 ①
80 おいやる おしやる おしやる おいやる おしやる △ ○☆□ ①
81 といふ事しや といふ事じや といふ事じや といふ事しや × 波 ②
82 笑 笑 ワラフ ト云テ笑ふ ト笑ふ ◎ ④
83 わろふそ 笑ふぞ 笑ふぞ わらふそ 笑ふ 波 ③
84 言ふハ 云ハ ハ いふ事ハ いふハ ○□ ①
85 咲たに 咲たに 咲たに 盛りに さかりに ◎ △□ ①
86 笑 笑 ワラフ 笑 と笑ふ 波 ④
87 × × × × 是〻 波 ②
88 おわらやる事ハ おわらやる事ハ おわらやる事ハ おわらやる事ハ × 波 ②
89 なるまい 成まするまい なるまひ なるまい おしやるが ☆△ ①③
90 むかしより 昔しより 昔より むかしより 昔の 波 ③
91 和歌に 和哥に 和哥に 本哥に 本哥などにも ◎ ①
92 事しや 事じや 事じや 哥しや ぞや ◎ ①
93 其古歌ハ 其古哥ハ 其古歌ハ 本哥ハ 本哥ハ ◎ △□ ①
94 事しやの 事じやの 事じやの 哥しや × ◎ ①②
95 おしりやるまい おしりやるまい おしりやるまい しるまい 知るまい ◎ △□ ①
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97 花の 花の 花の × 花の 茶 ②
98 くわいた くわいた くわひた くわした くわした ◎ △□ ①
99 笑 笑 笑テ 笑 ト笑い ○△ ④
100 おわらやる おはらやる おわらやる 笑ふ 笑ふ ◎ △□ ①
101 なりまするまい 成増るまい なるまい 成まい なるまい ○ ☆△□ ③















104 数盛そむる 数咲初むる 数咲そむる かす咲そむる かす咲初る 文 ③
105 あれ あれ 有 あれ よまれたれ 波 ①
106 笑 笑 笑テ 笑う ト笑 ○△ ④
107 やい 〳 〵 ヤイ 〳 〵
やい 〳 〵やいそ
こな者 やい 〳 〵 やい 〳 〵 宗 ①
108 何しや 何じや 何じや × × ◎ △□ ②
109 是ハ 是ハ 是ハ 是ハ 夫ハ 波 ①
110 成まいそ 成まいぞ 成まひぞ なるまいそ なるまい 波 ③
111 何事しや 何事じや 何事じや 何とした事しや 何とした事じや ◎ △□ ①
112 某て 某でハ 某でハ おれてハ おれデハ ●★ △□ ①③
113 いらぬ事を言ふ いらぬ事を云ふ いらぬことをいふ
いらぬ事をいふ
者か有ル × ◎ ⑤
114 × × × × いや 波 ②
115 昔より 昔より 昔より 昔より × 波 ②
116 事ハ 事ハ 事ハ 事ハ 事 波 ③
117 事しやいやい 事じやいやい 事じやゐやい × × ◎ △□ ②
118 × × × × 先 波 ②























121 か様に ケ様に か様に か様の かやうに 茶 ③
122 × × ついに × × 宗 ②
123 貴人高位も 貴人高位も 貴人高位も 貴人高人の 貴人ン高人ンの ◎ △□ ①
124 御喰事ニ 御食事に 御喰事ニ 喰事にも 喰事にも ◎ △□ ③
125 なされ 被成 被成 なり なり ◎ △□ ③
126 皆人 皆ひと 皆人 皆人の みな人の ◎ △□ ③
127 なれハ なれハ なれバ 有れハ なさるヽ ◎ ①
128 なるまいそ なるまいぞ 成まいぞ なるまい 成まい ◎ △□ ③
129 貴人高位に 貴人高位に 貴人高位に 貴人高人に 貴人ン高人ンに ◎ △□ ①
130 今こそ × × 今こそ 今 △ ②③
131 とかくハない とかくハない 兎角ハない とかくハない × 波 ②
132 御前へに 御前に おまへに 前に 前にも ◎ ③
133 植置せられせられ（ママ） 植置せられ 植置せられた 植おかせられ 植おかせられ 宗 ③
134 橘とて 橘とて 橘とて 橘とて 橘と 波 ③
135 つヽく つヾく つヾく つヽく とヾく 波 ①
136 ならふか 成ふか なろふか 有ふか 有ふか ◎ △□ ①
137 おのれをこそ おのれをこそ 己をこそ おのれをこそ おのれ 波 ③
138 一礼を 一礼を 一礼を 一礼 一礼を 茶 ③
139 仕い 仕イ 仕れい せい せい ◎ △□ ①
140 何の 何 何の 何の なんの 授 ③
141 一礼を 一礼を 一礼を 一礼 一礼を 茶 ③








（□） ⅰ ⅱ ⅲ
143 一礼 一礼 一礼を 一礼を 一礼を ○ ☆△□ ③
144 見せふ 見せふ みせふ 見せるそよ 見するぞ ◎ ③
145 笑 笑 笑テ 笑テ × ○ ④





おそろしからふ こハからうぞ ○▲ ①③⑤
148 やつの やつの やつの やつの やつ 波 ③
149 ほうりやうも ほう量が 方量が ほうりやうも ほうりやうが △ ③
150 × × × × トタヽク 波 ④
151 × × × 某か それかしが ◎ △□ ②
152 いさこい　さアこい いざこい　さあこい さあこひ　いざこひ × × ○★ △□ ⑤





組合 × ト又タヽク ●★ ④
154 まつ まつ まつ × × ◎ △□ ②































いふ × × ○★ △□ ⑤












入レテモドル × × ●★ △□ ④
162 中入 中入 中入 × 中入 茶 ④
163 事かな 事かな 事かな 事しや やつの ◎ ①③
164 者をものを（ママ）者を ものを 者ハ やつハ ◎ ①③







の様にした ない 波 ⑤
167 きみしや 気味じや 気味じや 気味しや きみに成た 波 ①
168 × × さらバ × × 宗 ②
169 某はかり 某計り 某計 某はかり □□に某一人 波 ①
170 緩りと ゆるりと ゆるりと × × ◎ △□ ②
171 又笛座ノ向ヘ座ス　又笛座ノ向ニ着ク × ト云テ ト笛上ヘ□ハル ● ④
172 せられた事そ せられた事ぞ せられたことそ しられた事そ せられたしらぬ ◎ ①
173 とれ どれに どれに とれに とれに 文 ③
174 居らるヽそ 居らるヽしらぬ 居らるヽしらぬ いらるヽしらぬ いらるゝしらぬ 文 ①
175 いや イヤ イヤ × × ◎ △□ ②
176 のふ 〳 〵 のふ 〳 〵 なふ 〳 〵
なふ 〳 〵なふそ
こな者 なふそこな人 ◎ ⑤
177 何事しや 何事じや 何事じや 何事そ 何事をいわします ◎ ③⑤
178 せられて させられて させられて めされて めされて ○☆／△□ ①
179 召れたと 召れたと めされたと しやつたと しやつたと ◎ △□ ①
180 何とした事しや 何とした事じや 何とした 何とした事そ 何とした事てござる ○ ②③
181 打擲を 打擲を ちやうちやくを ちやうちやく ちやうちやく ◎ △□ ③
182 せいを 精を 精を 精共をハ 精どもを ◎ ①
183 今に 今 今 今に 今 △ ○☆□ ③
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185 たとへ たとへ たとへ たとへは たとへ 茶 ①
186 有て 有て あつても 有て 有ても ○△ ☆□ ③
187 大勢くると 大勢くると 大勢来ると 大勢押寄ると 大勢の事じやと ◎ ⑤
188 聞たによつて 聞たニ依て 聞たに仍て 聞た。夫故 聞た。夫故 ◎ △□ ①
189 拵を 拵を 拵を こしらへを 身こしらへを 波 ①













193 こなたハ そなたハ そなたハ おぬし × ●★ ①②
194 油断な者しや 油断な者じや 油断なものじや 油断ト云 × ◎ ①②





196 知せすハ しらせずバ しらせすハ しらせてくれすハ 知らせてくれずハ ◎ △□ ①
197 思ひかけハ 思ひがけハ 思ひかけハ 思ひかけか おもひがけが ◎ △□ ③





りやるか 是てよふ御座る × ◎ ②⑤
200 向合ス　大方よふ御りやる
向合テ　大方能
おりやる 大方能おりやる × × ●★ △□ ⑤
201 こなたもすいふん こなたも随分 こなたも随分 随分こなたも × ◎▲ ②
202 おくりやれ おくりやれ おくりやれ 下され × ◎ ①②
203 おしやるな おしやるな おしやるな さしますな さしますな ◎ △□ ①





205 × × × まつ 先 ◎ △□ ②
206 待ませふ 待ませう 待ませふ まちかけませふ 待しませ ◎ ①
207 ワキ座ニ並ヒ立ツ ワキ座ニ並ビ立 × × × ○ ☆△□ ④
208 一段とよからふ 一段と能らふ 一段とよかろふ × × ◎ △□ ⑤
209 橋掛ニテ謡 橋がゝリにて謡フ 橋カヽリニテ諷フ × × ◎ △□ ④
210 一セイツヨク 一セイツヨク 一セイツヨウ 一セイ　ツヨ 一ノ松、一セイ ◎ ④
211 恨みそと 恨ぞと 恨ぞと うらみぞと 恨とて 波 ③
212 立テ居テ 立テイテ × × × ○ ☆△□ ④
213 せいわ 勢ハ 勢を せいハ 勢ハ 宗 ③
214 是を見て 是を見て みて 是を見て 誰〻ぞ ○△ ①
215 打切 × 打切 × × ☆ ○△□ ④
216 たてにハつへを たてにハつへを たてにハ杖を たてにハ杖を 蓼枇杷杖を 波 ①
217 × × × × 二人棒持カヽル 波 ④
218 とれ 〳 〵そ 誰ゝぞ 誰〻ぞ たれ 〳 〵そ 誰 〳 〵ぞ 文 ①
219 打切 打切 打 × × ○ △□ ④
220 山枡 山枡 山桝 山桝 山椒の 波 ③
221 ふかけれと 深けれども ふかけれ共 ふかけれ共 ふかけれ共 文 ③













224 × × × ノク × 茶 ④
225 × × × いて物見せんとかゝりけり
いで物見せんと
かヽりけるト ◎ △□ ⑤
226 舞働 舞働 舞働 × 舞ハタラキ 茶 ④
227 ふくやと 吹やと 吹やと ふくやと かくやと 波 ①
228 さむきハ さむきハ さむきハ さむさハ 寒さは ◎ △□ ③
229 山の 山の 山の 山の やまぬ 波 ①










































とめられた台本と言える。『狂言口授箋』と馬瀬文化二年本の関係について、 「木実論」以外の所収曲を調べると、両本にある曲は「井杭」 「木六駄」 「佐渡狐」 「比丘貞」の四曲である。その中で「比丘貞」の詞章は馬瀬文化二年本 ものとほぼ一致した。この曲は先述の通り、明和中根本と共通する詞章であり、 『狂言口授箋』も同じ詞章を有することになる。更に「井杭」も 明和中根本
詞章と一致した。 『狂言口授箋』と明和中根本の関係は、これまで指摘されていなかったが、更に調べる必要があろう。従って、馬瀬文化二年本と詞章が一致する曲は、 「木実論」と「比丘貞」の二曲となる。
（なお、 「井





















































































































































































































































































1 × 乱序ニテ出ル　外名乗 a
2 あなた あた（ママ） e
3 申すに依て 申 c
4 登り 登つて d
5 数々 色〻 c
6 桜の花ハ 桜ハ c
7 ひとしゆふ 一しほ e
8 見事しやに依て 見事な物なれは c
9 人皆な 皆人 c
10 御賞感 しやうくわん e☆
11 いや × a
12 内 中ニ d
13 やすろふで居て やすんて c
14 × 笛座ノ向座ス a







17 今日た山へ登り × a
18 花見を致さふ 花見に参ふ c
19 花ハ数々多けれとも 花の中チにも c
20 ひとしゆふ × a
21 見事しやに依て 見事なによつて d
22 此頃 今時分 c
23 人皆御賞感なさるヽ 殊の外賑〻敷事しや b
24 × さくらの花にあやかりたい事しや　 a
25 イヤ × a
26 何者やらか 何者やら d
27 通る 参つた c★
28 やあのふ 〳 〵 × a
29 ハヽア × a
30 いかにも 中〻 c
31 事じやが 事しや d






34 こなたか（ママ） そなたハ c
35 何で 誰て c
36 御りやる おりやるそ d
37 罷出でた 罷出たか d
38 くたひれて くたひれたて e
39 やすろふで 休んて c
40 致さふ 仕ふ c
41 × 某もつれかほしいと思ふたに一段しや a
42 いかにも × a
43 致しましよふ 致ふ d☆
44 先ず × a
45 御出でなされませ ゆかしませ c☆
46 こなた × a
馬瀬中林本 馬瀬文化二年本 違い
47 御先きしやもの 御先しや d
48 こなたから御出でなされませ 先ゆかしませ b☆
49 さうあらバ × a
50 御座りませう おりやろふ c☆
51 ごされ 来さしませ c★
52 心得ました 心得た d☆
53 御座らぬ ない c☆
54 一人でハ 独りハ d
55 今日た 互に c
56 見物致しませう 咄そふそ c☆
57 × ワキ座へ行 a
58 一段とよふ御座りませう × a
59 ハヽア イヤ c
60 心得ました 心得た d☆
61 × 廻リ掛リ橋掛ヲ見ル a
62 × 見事な事かな a
63 × 扨〻 a
64 御座る おりやる c
65 × 留テ正面見ル a
66 所が 所抔ハ c
67 一としゆふ 一しを e
68 所が 所ハ d
69 × いつれ a
70 × 花の時分ハ a
71 × 只 a
72 × 誠に a
73 此 此様な c
74 × 扨〻見事な事しや a
75 × ヤ a
76 仰せらるヽ おいやる c☆
77 なんじや × a
78 ハ…… × a
79 やあ × a
80 こなたわ そなたハ c
81 おわらやるぞ わろふそ d☆
82 はしりほに咲た はしりほ c
83 実乗り（ママ）作の 耕昨の e
84 上に 上にこそ d
85 いつのならいに 花の咲たに何そや b
86 ハ…… 笑 c
87 やあこれ 〳 〵
其様におわらやる事
ハなるまい b
88 歌に 和歌に c
89 × 様〻 a
90 歌ハ 古歌ハ c
91 歌しやの 事しやの c
92 × キンスル a
93 加へた くわいた e
94 ハ…… 笑 c
95 やあこれ 〳 〵
其様におわらやる事
ハなりまするまい b
96 歌で御座るそや 哥しや d☆
97 さき初むる 盛そむる c




99 い（ママ）の いつの e
100 × 花の a
101 ハ…… 笑 c
102 おふ × a
103 それハ 是ハ c
104 あらふに あろふか d
105 茄子 茄子の d
106 某かしを 身共を c
107 なるまい 成まいそ d
108 × ものしや a
109 あさしい（ママ） 賤しい c
110 何しや 何事しや c
111 夫がしてない 某てないヽやい d
112 × いらぬ事を言ふ a
113 事じや 事ハ d











116 × いや a
117 × それかしハ a
118 何れの いか成 c
119 能く 能の c
120 も（ママ）じや 物なれハ d
121 とあつて とて c
122 人皆 皆人 c
123 御頂愛 御賞くわん c




126 × 中〻 a
127 × や a
128 花ハ とかくハない c
129 植置させられた 植置せられせ（ママ）
られ e
130 人皆 × a
131 なさるれバ あれハ c
132 中にも 中に d
133 物ハ 事か c
134 あるまい ならふか c
135 汝こそ おのれをこそ c
136 一礼 一礼を d
137 汝に おのれに c
138 見するぞ 見せふ d
139 ハ…… 笑 c
140 物 ものを d
141 さぞ × a
142 こわかろふぞ おそろしかろふそ c
143 汝に × a
144 法量か ほうりやうも d










147 うのれ おのれ e
148 置いたかよい おかふ c
149 × ナスヒヲコカシ扇デタヽク a
150 あいた 〳 〵 × a
151 うのれ おのれ e
152 打のべを 打擲を c
153 して した程に c
154 見する 見せふそ c
155 うのれ おのれ e
156 つれを つれな事を c
157 是に そこに c
158 〳 〵 〳 〵 〳 〵 〳 〵 橋掛マテ追込テ戻ル b
159 につくいやつの × a
160 にが 〳 〵しい事で御座る にくい事かな b☆
161 者に 者をものを（ママ） d
162 物を云わせて置けハ 只おけは c
163 法量か ほうりやうも d
164 × 扨〻よひきみしや a
165 見物致さふと 花見を c
166 存る × a
167 × 又笛座ノ向へ座ス a
168 扨て 〳 〵にか 〳 〵しい事て御座る のふはらたちや 〳 〵 b
169 今に目に物を見するぞ 〳 〵。茄子中入
今にくやまふそ 〳 〵。
中入 b













172 はて × a
173 此の × a
174 居るそしらぬ とれ居らるヽそ c★
175 やあ いや c
176 おひたヾしひ 扨〻あわたヽしい c
177 あらふか あるものか c
178 打のへを 打擲を c
179 せられた 召れた c★
180 聞きましたが 聞たか d☆
181 事で御座る 事しや d☆
182 されバの事て御座る されハ c
183 今の様にした それゆへ打擲をした b
184 とあつて ゆふて c
185 × 今に a




































187 × 扨〻ものを仰山におしやる a
188 × たとへ a
189 押寄せた 押寄てくる d
190 とて と有て c
191 あふ（ママ） あろふそ d
192 いや 〳 〵そふてない事て御座る × a
193 × 去なから a
194 さうあらバ、ともかくも致しませう 夫ならは心得た b
195 × ワキ座へ並フ。ウシロヘ向也 a








198 × 何と a
199 × 向合ス a
200 × 大方 a
201 御座りまする 御りやる c☆
202 先す × a
203 × ワキ座ニ並ヒ立ツ a
204 よふ御座りませう 一段とよからふ b☆
205 × シテ茄子　橋掛ニテ謡一セイツヨク a
206 × ゑいや 〳 〵ゑい 〳 〵をヽ。橘立テ居テ a
207 × 打切 a
208 やが（ママ）ての 寄ての e
209 たれ 〳 〵ぞ とれ 〳 〵そ c
210 × 打切 a
211 深かけれとも ふかけれと d
212 エイヤ 〳 〵 × a





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 この茄子の精の中入前後の台詞は、台本によって前後して記されている。馬瀬中林本では、こ 後も橘の精の台詞（ 「扨々にが〳〵
しい事で御座る～見物
致さふと存る」 ）が続き、その後茄子の台詞で、中入となる。馬瀬文化二年本では、茄子の精が「のふはらたちや〳〵、今にくやまふそ〳〵」と言って中入した後に、橘 扨〻にくい事かな」という になる。表
3にはそ
れぞれ該当するものを対照させた。
〈付記〉　
本稿を成すにあたり、貴重な資料の調査のご許可、並びにご高配を賜りました
馬瀬狂言保存会会長河原良治氏をはじめ、会員の方々に改めて深謝申し上げます。また資料調査にご高配を賜りました法政大学能楽研究所に深謝申し上げます
（やまもと
　
あきこ
　　
日本語日本文学科）
